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* 1 化化化化化化び会会会会

製製製製製 ノノノノノノノノノノノペノ 、表表表表表み

商製商: SILFIT Z 91

SILFIT Z91/AL1

CAS 番番:
1214268-39-9
登登番番
(EC) 1907/2006 (REACh) 規規、付付付 V (7) おおお第3条5項に基づづ、登登登登およ免免ささささ。(ポノポペ規登)
ナナナナナナ
REACH 規規 (EC) 1907/2006 におにに、ここ製製は「ナノナナペナ」には規登さささささささ。
該該該該該ままま混混該の関関関関関関関び使関使使関関
成成の利関/調混
エエノエポペ、プエ
ノススス、塗塗、エスラペ、接接接、磨づ接、手手さ接、金付金金そそさ建建に化化表化で機機機機機接にそさ用さいさささささ。

安安デナデデナデの供供供の詳詳詳詳
製製製/納納製:
HOFFMANN MINERAL GmbH
Münchener Straße 75
D - 86633 Neuburg/Donau
Tel.: +49 (0) 8431 53-0
Fax: +49 (0) 8431 53-3 30
www.hoffmann-mineral.de

この他の詳詳情い混わわ先: info@hoffmann-mineral.com

緊緊緊詳関緊緊番番:

+49 (0) 8431 53-0
(営化営営営こ連連連)

2 危危危危危の要要

該該該ままま混混該の成分
本化化本本はGHS(化化製こ分分おおお表表に関さに世世世世ノノシナ) におよ分分さささささささ。

ラララ要要
GHS ラララ要要無無
危危危危無無
危表表無無
危危危危無無
人と環環にとにに関に危危ななのに関すす詳詳:
隠隠隠本を有さにすノ酸酸分 (Kryp.KS) を吸吸そし場場、肺こ中で繊繊繊酸無繊が繊じにこにがじよささ。Kryp.KS-
A粉粉粉粉こ高さ (>0.10mg/m³) 空空を長長営吸手そし場場、すノ肺肺にににがに可機可がじよささ。Kryp.KS -
A粉粉を含む環環でこ作化は、始始始始ささにささはによさささ。(-> 項項8参参)
その他の危危危
PBT（残残危、生該生生危、毒危該該）関びｖPvB（高残残危、高生該生生危該該）アアアアアデ
(EC) 1907/2006 (REACh) 規規、付付付 VIIIにおさに、本製製は天天ミミエノ酸分かい酸よ、、、、 (persistent,
bioaccumulative, and toxic) さしはvPvB （very persistent and very bioaccumulative)
本本こ基基には当さはさよさささ。
PBT （残残危、生該生生危、毒危該該）:情情にそ
vPvB （高残残危、高生該生生危該該）:情情にそ

* 3 組組・組成会会

化 学 的 関 危: 化学該該
説説:
焼酸ささし ノノノノノノノノノノノペノ、
製製製SILFITには、自天世で繊ささし、非隠本こノノラに隠隠隠本こノノラに層層こラのノナノエにこ熱熱始がささし混場本でさ。
分ささに鉱本鉱鉱でじにノノノノノノノノノペノにそさ、特特CAS番番1214268-39-9 に分分ささささささ。EINECS 番番.:
310-127-6
CAS 番番危表
CAS: 1214268-39-9 Siliceous Earth, calcined
ID 番番 EINECS: 310-127-6
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補補補補補補:

(鉱該鉱鉱)
7631-86-9 隠隠隠本ノノラ (A粉粉酸分 < 0.1 本質分質)
7631-86-9 非隠本ノノラ
92704-41-1 層層ラのノナノエ

4 応応応応

応緊応該応応に関すす説説
一一詳詳:不不さしは症層がおじよでそしい、医医こ診診を受けささけささ。

吸い込んん場混:営空を送に、にいさ場場には医医を呼ぶ

皮皮が触れま場混:皮皮に影影がじがし場場、水おおお低低低可こ洗接で該当該該を洗洗そささけささ。

眼に納にま場混:
異本こ影影で症層が繊じに場場がじよささ。
瞼を開けしささ、流水で何分営か眼をささを、層状がおさにいにさ場場には医医に相相さに

飲み込んん場混:特特に措措は不不でさ。

医医への指表補補:

最な重要な緊危関び慢危の症症関び影影
隠隠隠本を有さにすノ酸酸分 (Kryp.KS) を吸吸そし場場、肺こ中で繊繊繊酸無繊が繊じにこにがじよささ。Kryp.KS-
A粉粉粉粉こ高さ (>0.10mg/m³) 空空を吸手そし場場、すノ肺肺にににがに可機可がじよささ。

何ららの即即医即応応関び関製特即の必要危を表す兆兆
患医こ層状ににささこ医医におに診診に応じし治治。対症治対。

5 火火火の応応

消消消
適適な消消消:周周こ層状に場わさし消消措措を取に

本化学該該ままま混混該らら発生すす関製な危危危製製自製は燃えさささ。 危危に分分繊酸本を放放そさささ。
消消消消けアけけけア
関製な保保保保:
通通こ防消措措を講じささけささ。
危危危危に立ち手に際には、作化環環粉粉に適そし保保ポノスを接用そささけささ。
人こ保保保保こ情情に関そさは 8 項を参参

6 漏漏火の応応

個人的個消個応、保保保関び応緊応応応
十分に換空を心がけに
埃こ発繊を防ぐ
粉粉が多さ発繊さに環環では保保ポノスを接用そささけささ。

環環関関個消個応:特特に措措は不不不

封じ込め関び浄化のまめの方応関び材材:
乾さし層状で掃かにさでさけささ。製製を吸さ取にしるには、表化用バババペナスノペナペ (最低粉粉スエノM)
を使用さにか、水で湿いささかい掃づ集るささけささ。
熱分こ際には密密可機に容容を使用そささけささ。

他のアのデのアへの言関
不安に取よ扱さ方に関そさは 7 項を参参
人こ保保保保こ情情に関そさは 8 項を参参
廃廃熱分に関そさは 1 3 項参参

7 取取い・保保保の注注

取り扱い方:

安安安安のまめの個消個応
ほこよがししにさおほにさに
埃が放し場場には吸さ取に
換空が不十分に場場には呼吸保保ポノス接用
裂けしよ破さしよそにさおほ、袋ややスノバスノこ扱さに注注そささけささ。
不天機に発繊さにほこよは規長機に免除さに

(3ペペペペ続く)
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消火おおび爆発消使に関すす補補補補:特特に措措は不不にさ

混混危危危を含めま安安安安安安
保保:

保保アスナアおおび容容に関すす要要補補:
容容は密密そし層状に保に
サノサに機機さに際には、粉粉粉防に注注そささけささ。

同じ場場に保保すす際の補補補補:
特特に措措は不不にさ
現現で規るいさささに規規に従がささけささ。

保保安安に関すすその他の補補補補:乾乾そし層状で保始

関関の最最関関追表機に関連情情は得いささささささ。

8 暴暴暴暴化び保保応応

保管パラアナデナ
安作場においに限限限の監監を要すす成成:
Kryp.KS -A粉粉を含む環環で測規そし隠隠隠本ノノラ酸分こ比質を0.10 mg/m³ (ノナエこ平平平)
以以こ粉粉に抑えにこににおよ、従化従こすノ肺肺こ危危はほは皆無にによささ。
粉粉を含む環環でこ作化は、始始始始ささにささはによさささ。EN 481おおおTRGS 402 /BIA 8522 (FTIR)
こ隠隠隠こ割場に基づさ粉粉サバプノバノ

暴暴保管
人的保保保保:

一一消使個応おおび衛生個応:
休休こ前、作化始作作には手を洗ほ
食本、飲み本、飼塗かいは遠ざけに
作化中飲食そにさ
衣衣こ汚さを免除そ、再使用こ前に洗洗そささけささ。

呼吸保保容保:
Kryp.KS-A粉粉が0.10 mg/m³以以こ粉粉こ粉粉が繊じに作化場では、粉粉ポノス (FFP 2) を接用そささけささ。
応の保保:通通は不不でさ。

眼の保保:側表に保保機機が付さし保保メメミ

周周への曝暴の制限と監監特特に措措は不不でさ

* 9 化物物化び化化物危化

基本的な該管関び化学関危に関すす詳詳
一一指表補補
外外
形: 粉粉

色: 白

におい: 無無

pH-限 (400 g/l) 約 20 °C: 5 - 9

症状の変化
混融/混融融融: >1600 °C
沸融/沸融融融: 情情にそ

引消融: 情情にそ

発消危 (個個、気個): 酸分は発消可ではにさ

自自発消危: 情情にそ

成融分分: 決さがささにさ.

自自発消危: 使用でづにさ

爆発の危危: プサプスエは爆発さに危危はにさ

爆発限限:

下限: 使用でづにさ

上限: 使用でづにさ

(4ペペペペ続く)
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蒸気蒸: 情情にそ

密分 約 20 °C: 2.6 g/cm³ (DIN ISO 787 / 10)
蒸気密分 情情にそ

気化気分 情情にそ

以下成成におけす消消危/との混消危
水: 非通に少にさ。

DIN ISO 787 / 3

成分分分 (n-オのデナナラ/水): 決さがささにさ.

粘危:

運運危: 情情にそ

他の詳詳 追表機に関連情情は得いささささささ。

10安安危化び反応危

反応危不不可、無無応
化学的安関危通通こ条条以では不規。
危危反応の可可危危危に無応は起づささにさ
避けすけけ安安項項7も参参そささけささ。
不適混該該:追表機に関連情情は得いささささささ。

危危な成融生成該:危危に分分プサプスエはにさ

11危危危会会

毒危学的影影に関すす詳詳
緊危毒危:

成分上の LD/LC50 限:利用可機になペなに基づづ、分分基基を満しそさささささ。

初初初初安関:

皮皮においに:利用可機になペなに基づづ、分分基基を満しそさささささ。

眼においに:低低はにさ

感安安関:感作作用はにさ

次の種分の潜潜的な効効に対すす詳詳

持持的な服関におす毒危

胚詳胚人胚胚自変胚利用可機になペなに基づづ、分分基基を満しそさささささ。

発発該該利用可機になペなに基づづ、分分基基を満しそさささささ。

呼吸即呼毒危利用可機になペなに基づづ、分分基基を満しそさささささ。

関関特容に呼毒-一一暴一利用可機になペなに基づづ、分分基基を満しそさささささ。

関関特容に呼毒-複分暴一
Kryp.KS-A粉粉粉粉こ高さ (> 0.10 mg/m³) 空空を長長営吸手そし場場、すノ肺肺にににがに可機可がじよささ。Kryp.KS-
A粉粉粉粉 (DIN EN 15051-3) が < 0.1 本質分質こ場場、(EC)1272/2008規規に基づさし分分は不不でさ。

12環環環環会会

毒危
一一情情 3こ項項 .粗製/酸分に関さに情情で挙げいさし酸分は、鉱本化機にはノノラに酸化本こ
ノノペプに付そ、現地こ頻頻に酸分でさ。環環へこ悪影影は知いさささにさそ、じににも考えいささささ。

水生生該に対すす毒危:追表機に関連情情は得いささささささ。

持持危関び成融危追表機に関連情情は得いささささささ。
生個生生生可 にそ (ノノラ酸分をナをペナ構構に蓄蓄ささに有機製がじよささ)
土土生土運危追表機に関連情情は得いささささささ。
PBT（残残危、生該生生危、毒危該該）関びｖPvB（高残残危、高生該生生危該該）アアアアアデ
PBT （残残危、生該生生危、毒危該該）:情情にそ
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vPvB （高残残危、高生該生生危該該）:情情にそ
他の副安関追表機に関連情情は得いささささささ。

13廃廃保の注注

廃廃該応管方応 2008/98/ECおおお2000/532/EC規規に基づづ、本本塗は危危廃廃本には分分さささささ。
勧勧:
現地こ化医こ基基に基づささ保始そささけささ。熱分さに前に再利用（ノサノスノ）さにこにをお勧るそささ。保始さに場場、粉粉こ
発繊を防防さにしる、密密でづに容容に保始そささけささ。

廃廃該キナナアけナ:
ここ製製に対そさは、消消医におに用用におよ初るさ分分がでづ
にしる、欧欧こ登登付に基づさ廃廃本コペコを与えにこにはでづさささ。廃廃本コペコは現地こ
ごみ化医に問さ場わさ、設規そささけささ。

ゴゴの商名 ノノラ廃廃本

洗浄されにいないパささナさ:

勧勧:
空こ容容は現地こノサノスノ、廃廃本熱始化医に吸づ渡そささけささ。

補補: やスノバスノを折よ畳む際、粉粉が発繊さに可機可がじよささ。適適に作化防保作こ接用をお勧るそささ。

14輸輸保の注注

UN 番番
ADR/RID/ADN, IMDG, IATA無無

国関一国国国商
ADR/RID/ADN, IMDG, IATA無無

輸輸の危危危のラア

ADR/RID/ADN, ADN, IMDG, IATA

成分 無無

パささナさの成分
ADR/RID/ADN, IMDG, IATA無無

環環危危: 情情にそ

ユナユナ関関製個消個応 情情にそ

UN "模融模制: 無無

15適適適適

国生模関:

使関上の制約に関すす補補補補:
妊妊おおお授授中こ母母は雇用規規を遵遵さにこに
青少青こ雇用規規を遵遵さにこに

化学該該の安安危安安:
付付付 V (7) に基づづ、REACH登登登登こ対対にはによさささ。
化化本本不安可化化が遂遂ささささにさ

16 その他の会会
ここ情情は現現こ我我こ認認に基づさささに。しけそ、プサプスエこ特可を保保さに
もこではにさ、さし契契におささ対機法法にはにいにさ

情い混わ先:

生約と二危二表:
NOEL = No Observed Effect Level
NOEC = No Observed Effect Concentration
LC = letal Concentration
EC50 = half maximal effective concentration
log POW = Octanol / water partition coefficient

(6ペペペペ続く)
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GHS: Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals
ATE: acute toxicity estimate
ADR: Accord relatif au transport international des marchandises dangereuses par route (European Agreement Concerning the International
Carriage of Dangerous Goods by Road)
IMDG: International Maritime Code for Dangerous Goods
IATA: International Air Transport Association
CAS: Chemical Abstracts Service (division of the American Chemical Society)
LC50: Lethal concentration, 50 percent
LD50: Lethal dose, 50 percent
IOELV = indicative occupational exposure limit values

* 前の版ららデナデを変変   
 JP 


